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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 12月 4日 (2006.12.4)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 改 質 部 の 温 度 を 検 知 す る 改 質 部 温 度 検 知 器 と ；
　 前 記 一 酸 化 炭 素 低 減 部 の 温 度 を 検 知 す る 一 酸 化 炭 素 低 減 部 温 度 検 知 器 と ；
　 前 記 改 質 部 温 度 検 知 器 で 検 知 さ れ た 温 度 と 比 較 さ れ る 第 １ 、 第 ２ 及 び 第 ３ の 温 度 並 び に
前 記 一 酸 化 炭 素 低 減 部 温 度 検 知 器 で 検 知 さ れ た 温 度 と 比 較 さ れ る 第 ４ の 温 度 を 記 憶 す る 記
憶 部 と 、
　 起 動 時 に 、 前 記 原 料 燃 料 を 前 記 燃 焼 部 に 供 給 し て 前 記 改 質 部 温 度 検 知 器 で 検 知 さ れ た 温
度 が 第 ３ の 温 度 以 上 と な る と 、 前 記 原 料 燃 料 の 燃 焼 部 へ の 供 給 を 停 止 し 、 前 記 原 料 燃 料 を
前 記 改 質 部 に 供 給 し て 改 質 ガ ス を 生 成 し 、 前 記 改 質 ガ ス を 前 記 一 酸 化 炭 素 低 減 部 に 導 入 し
て 前 記 一 酸 化 炭 素 低 減 部 を 加 熱 し 、 ま た 、 前 記 一 酸 化 炭 素 低 減 部 温 度 検 知 器 で 検 知 さ れ た
温 度 が 第 ４ の 温 度 以 上 と な る と 、 前 記 一 酸 化 炭 素 低 減 部 で 生 成 さ れ る 一 酸 化 炭 素 ガ ス
を 前 記 燃 料 電 池 に 導 入 し 発 電 を 開 始 す る 制 御 を 行 い 、
　 通 常 運 転 時 に 、 前 記 改 質 部 温 度 検 知 器 で 検 知 さ れ た 温 度 が 前 記 第 １ の 温 度 以 下 の と き に
前 記 燃 料 電 池 に お い て 発 電 電 流 を 低 減 す る が 、 前 記 発 電 電 流 を 低 減 し た 後 所 定 の 時 間 は 発
電 電 流 を 保 持 し 、 ま た 、 前 記 改 質 部 温 度 検 知 器 で 検 知 さ れ た 温 度 が 前 記 第 ２ の 温 度 以 上 の
と き に 、 前 記 燃 料 電 池 に お い て 発 電 電 流 を 増 大 す る が 、 前 記 発 電 電 流 を 増 大 し た 後 所 定 の
時 間 は 発 電 電 流 を 保 持 し 、 且 つ 、 連 続 し て 発 電 電 流 を 低 減 あ る い は 増 大 し た 回 数 が 所 定 の
回 数 に 達 す る と 前 記 原 料 燃 料 部 か ら 供 給 す る 原 料 燃 料 の 供 給 量 を 増 加 あ る い は 減 少 す
る 制 御 を 行 う 制 御 部 と を 有 す る 制 御 装 置 と を 備 え る ；
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 燃 料 電 池 シ ス テ ム 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に 係 る 燃 料 電 池 シ ス テ ム の 運 転 方
法 は 、 例 え ば 、 図 １ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 原 料 燃 料 ｍ を 供 給 す る 原 料 燃 料 供 給 部 １ と 、
原 料 燃 料 ｍ を 改 質 し て 改 質 ガ ス ｒ を 生 成 す る 改 質 部 ５ と 、 改 質 ガ ス ｒ 中 の 一 酸 化 炭 素 を 低
減 し て 一 酸 化 炭 素 低 減 ガ ス ｇ を 生 成 す る 一 酸 化 炭 素 低 減 部 ６ 、 ７ と 、 一 酸 化 炭 素 低 減 ガ ス
ｇ を 燃 料 ガ ス と す る 燃 料 電 池 ３ ０ と 、 燃 料 電 池 ３ ０ の オ フ ガ ス ｐ を 燃 焼 し て 改 質 部 ５ を 加
熱 す る 燃 焼 部 ４ と を 備 え る 燃 料 電 池 シ ス テ ム １ ０ ０ の 運 転 方 法 で あ っ て 、 改 質 部 ５ の 温 度
を 検 知 し 、 検 知 さ れ た 温 度 Ｔ ａ を 所 定 の 第 １ の 温 度 Ａ １ 及 び 所 定 の 第 ２ の 温 度 Ａ ２ と 比 較
す る 改 質 部 温 度 比 較 工 程 （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ １ １ 、 Ｓ Ｔ １ ２ ） と 、 改 質 部 比 較 工 程 （ ス テ
ッ プ Ｓ Ｔ １ １ ） に お け る 検 知 さ れ た 温 度 Ｔ ａ が 前 記 第 １ の 温 度 Ａ １ 以 下 の と き に 燃 料 電 池
３ ０ に お い て 発 電 電 流 を 低 減 す る 工 程 （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ２ ２ ） で あ っ て 、 発 電 電 流 を 低 減 し
た 後 所 定 の 時 間 ｔ １ は 発 電 電 流 を 保 持 （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ２ ３ ） す る 電 流 低 減 工 程 と 、 改 質 部

比 較 工 程 （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ １ ２ ） に お け る 検 知 さ れ た 温 度 Ｔ ａ が 第 ２ の 温 度 Ａ ２ 以 上 の
と き に 、 燃 料 電 池 ３ ０ に お い て 発 電 電 流 を 増 大 す る 工 程 （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ３ ２ ） で あ っ て 、
発 電 電 流 を 増 大 し た 後 所 定 の 時 間 ｔ ２ は 発 電 電 流 を 保 持 （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ３ ３ ） す る 電 流 増
大 工 程 と を 備 え る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 更 に 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 に 係 る 燃 料 電 池 シ ス テ ム は 、 例 え ば 図 １ に 示 す よ う に 、 請
求 項 ５ に 記 載 の 燃 料 電 池 シ ス テ ム １ ０ ０ に お い て 、 改 質 部 ５ の 温 度 を 検 知 す る 改 質 部 温 度
検 知 器 ９ と 、 一 酸 化 炭 素 低 減 部 ６ 、 ７ の 温 度 を 検 知 す る 一 酸 化 炭 素 低 減 部 温 度 検 知 器 １ ０
、 １ １ と 、 改 質 部 温 度 検 知 器 ９ で 検 知 さ れ た 温 度 と 比 較 さ れ る 第 １ 、 第 ２ 及 び 第 ３ の 温 度
並 び に 一 酸 化 炭 素 低 減 部 温 度 検 知 器 １ ０ 、 １ １ で 検 知 さ れ た 温 度 と 比 較 さ れ る 第 ４ の 温 度
を 記 憶 す る 記 憶 部 と 、 起 動 時 に 、 原 料 燃 料 ｍ を 燃 焼 部 ４ に 供 給 し て 改 質 部 温 度 検 知 器 ９ で
検 知 さ れ た 温 度 が 第 ３ の 温 度 以 上 と な る と 、 原 料 燃 料 ｍ の 燃 焼 部 ４ へ の 供 給 を 停 止 し 、 原
料 燃 料 ｍ を 改 質 部 ５ に 供 給 し て 改 質 ガ ス ｒ を 生 成 し 、 改 質 ガ ス ｒ を 一 酸 化 炭 素 低 減 部 ６ 、
７ に 導 入 し て 一 酸 化 炭 素 低 減 部 ６ 、 ７ を 加 熱 し 、 ま た 、 一 酸 化 炭 素 低 減 部 温 度 検 知 器 １ ０
、 １ １ で 検 知 さ れ た 温 度 が 第 ４ の 温 度 以 上 と な る と 、 一 酸 化 炭 素 低 減 部 ６ 、 ７ で 生 成 さ れ
る 一 酸 化 炭 素 ガ ス ｇ を 燃 料 電 池 ３ ０ に 導 入 し 発 電 を 開 始 す る 制 御 を 行 い 、 通 常 運 転 時
に 、 改 質 部 温 度 検 知 器 ９ で 検 知 さ れ た 温 度 が 第 １ の 温 度 以 下 の と き に 燃 料 電 池 ３ ０ に お い
て 発 電 電 流 を 低 減 す る が 、 発 電 電 流 を 低 減 し た 後 所 定 の 時 間 は 発 電 電 流 を 保 持 し 、 ま た 、
改 質 部 温 度 検 知 器 ９ で 検 知 さ れ た 温 度 が 第 ２ の 温 度 以 上 の と き に 、 燃 料 電 池 ３ ０ に お い て
発 電 電 流 を 増 大 す る が 、 発 電 電 流 を 増 大 し た 後 所 定 の 時 間 は 発 電 電 流 を 保 持 し 、 且 つ 、 連
続 し て 発 電 電 流 を 低 減 あ る い は 増 大 し た 回 数 が 所 定 の 回 数 に 達 す る と 原 料 燃 料 部 １ か
ら 供 給 す る 原 料 燃 料 ｍ の 供 給 量 を 増 加 あ る い は 減 少 す る 制 御 を 行 う 制 御 部 と を 有 す る 制 御
装 置 ４ ０ と を 備 え る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
 　 変 成 部 温 度 検 知 器 １ ０ お よ び 選 択 酸 化 部 温 度 検 知 器 １ １ で 昇 温 中 の 変 成 部 ６ お よ び 選
択 酸 化 部 ７ の 温 度 を 検 知 す る 。 検 知 し た 変 成 部 ６ の 温 度 Ｔ ｂ と 選 択 酸 化 部 ７ の 温 度 Ｔ ｃ と
は 、 信 号 ｉ ４ 、 ｉ ５ と し て 、 制 御 装 置 ４ ０ に 伝 達 さ れ る 。 制 御 装 置 ４ ０ の 制 御 部 （ 不 図 示
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） で は 、 変 成 部 温 度 Ｔ ｂ と 記 憶 部 で 記 憶 し て い る 第 ４ の 温 度 と し て の 所 定 の 温 度 Ｂ と 比 較
し 、 選 択 酸 化 部 温 度 Ｔ ｃ と 記 憶 部 で 記 憶 し て い る 第 ４ の 温 度 と し て の 所 定 の 温 度 と 比 較
す る （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ７ ） 。 こ こ で 、 温 度 Ｂ は 、 変 成 部 ６ で 変 成 反 応 が 行 わ れ る 温 度 で あ り
、 温 度 Ｃ は 、 選 択 酸 化 部 ７ で 一 酸 化 炭 素 選 択 酸 化 反 応 が 行 わ れ る 温 度 で あ り 、 例 え ば 、 銅
Ｃ ｕ － 亜 鉛 Ｚ ｎ 系 変 成 触 媒 と プ ラ チ ナ Ｐ ｔ 系 選 択 酸 化 触 媒 を 用 い る 場 合 に は 、 変 成 反 応 に
適 し た 温 度 は ２ ０ ０ ～ ２ ８ ０ ℃ 程 度 で あ り 、 第 ４ の 温 度 Ｂ は ２ ４ ０ ℃ 、 一 酸 化 炭 素 選 択 酸
化 反 応 に 適 し た 温 度 は １ ０ ０ ～ １ ６ ０ ℃ で あ り 、 第 ４ の 温 度 Ｃ は １ １ ０ ℃ と す る 。 な お 、
同 時 に 、 改 質 部 温 度 Ｔ ａ が 第 ３ の 温 度 Ａ 以 上 で あ る こ と を 確 認 す る 。 こ れ は 、 三 方 弁 ８ を
切 り 替 え る こ と に よ り 、 選 択 酸 化 部 ７ か ら 三 方 弁 ８ 、 配 管 ２ １ 、 配 管 ２ ２ を 経 て 燃 焼 部 ４
に 供 給 さ れ て い た 燃 焼 用 ガ ス ｇ ’ の 供 給 が 途 絶 え 、 燃 焼 部 ４ が 一 旦 失 火 す る の で 、 そ の 間
に 改 質 部 ５ の 温 度 が 改 質 反 応 に 必 要 な 最 低 温 度 以 下 に 低 下 す る こ と が な い よ う 、 切 替 時 の
改 質 部 ５ の 温 度 を 高 く し て お く た め で あ る 。 燃 焼 部 ４ が 失 火 し て 、 燃 料 電 池 ３ ０ か ら の オ
フ ガ ス ｐ が 供 給 さ れ 再 度 着 火 す る ま で の 時 間 は 、 三 方 弁 ３ を 切 り 替 え た 場 合 と は 異 な る の
で 、 改 質 部 温 度 Ｔ ａ と 比 較 す べ き 温 度 は 第 ３ の 温 度 Ａ と 異 な る 温 度 と し て も よ い 。 本 実 施
の 形 態 で あ る 燃 料 電 池 シ ス テ ム １ ０ ０ で は 、 三 方 弁 ３ を 切 り 替 え た と き よ り 、 三 方 弁 ８ を
切 り 替 え た と き の 方 が 、 再 着 火 す る ま で の 時 間 が 短 い の で 、 改 質 部 温 度 Ｔ ａ と 比 較 す る 温
度 は 、 第 ３ の 温 度 Ａ よ り 低 く て も よ い 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 具 体 的 な 制 御 を 図 ３ に 従 っ て 説 明 す る 。 改 質 部 温 度 検 知 器 ９ で 検 知 し た 温 度 は 、 信 号 ｉ
３ と し て 、 制 御 装 置 ４ ０ の 制 御 部 に 伝 達 さ れ る 。 制 御 部 で は 、 先 ず 、 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た
所 定 の 第 １ の 温 度 Ａ １ と 検 知 さ れ た 改 質 部 温 度 Ｔ ａ と を 比 較 す る （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ １ １ ） 。
改 質 部 温 度 Ｔ ａ が 第 １ の 温 度 Ａ １ 以 下 の と き に は 、 燃 料 電 池 ３ ０ で の 発 電 電 流 を 低 減 す る
工 程 を 実 施 し 、 第 １ の 温 度 Ａ １ を 超 え て い き に は 所 定 の 第 ２ の 温 度 Ａ ２ と の 比 較 を 行
う 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 ３ 】
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